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1.  平成22年3月期第1四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第1四半期 99,428 △19.3 236 △95.8 △497 ― △2,899 ―

21年3月期第1四半期 123,279 ― 5,623 ― 5,710 ― 1,062 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第1四半期 △14.70 ―

21年3月期第1四半期 5.26 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第1四半期 409,879 254,948 61.5 1,278.48
21年3月期 408,974 251,841 60.9 1,262.42

（参考） 自己資本   22年3月期第1四半期  252,161百万円 21年3月期  248,995百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

21年３月期第２四半期末配当金の内訳       普通配当17円50銭 特別配当10円00銭 
21年３月期期末配当金の内訳            普通配当 ５円00銭 特別配当10円00銭 
22年３月期（予想）第２四半期末配当金の内訳  普通配当 ５円00銭 特別配当10円00銭 
22年３月期（予想）期末配当金の内訳        普通配当 ５円00銭 特別配当10円00銭 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 27.50 ― 15.00 42.50
22年3月期 ―

22年3月期 
（予想）

15.00 ― 15.00 30.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
先行きが不透明なため、当第１四半期においては、連結業績予想の見直しを行わず、据え置きます。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期 
連結累計期間

212,500 △15.2 1,300 △90.2 △200 ― △1,900 ― △9.63

通期 439,000 △4.4 6,000 △56.7 3,000 △75.0 0 ― 0.00
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
[（注）詳細は、７ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他」をご覧ください。］ 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

[（注）詳細は、７ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他」をご覧ください。］ 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 １ページの連結業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の連結業績は今後様々な要因によって予
想数値と異なる場合があります。 
 なお、連結業績予想に関する事項は、６ページ「【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報」をご参照下さい。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第1四半期 197,255,025株 21年3月期  197,255,025株

② 期末自己株式数 22年3月期第1四半期  19,179株 21年3月期  17,461株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第1四半期 197,236,587株 21年3月期第1四半期 202,139,877株
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当第１四半期連結累計期間における当社及び連結子会社を取り巻く経済環境は、金融危機に端を発する

世界的な景気後退により、依然として深刻な状況が続きました。景況感の一部に改善の兆しが見られたも

のの、企業業績及び雇用環境は厳しく、個人消費は一段と冷え込みました。 

このような状況の中で当社グループは、世界的な需要の落ち込みに対応するため、2008年11月に「経営

改革委員会」を設置し、経費の見直し、投資・イベントの絞込み等、業績改善への緊急対策を実行してお

ります。また、徹底的な事業レビューを進める一方、将来に繋がる高付加価値商品の開発や成長事業領域

への投資を選別し、中長期的な観点からの対応も同時に進めております。 

当第１四半期連結累計期間の販売の状況につきましては、前年同期に比べ238億51百万円（19.3％）減

少し、994億28百万円となりました。全てのセグメントにおいて売上げが減少したことに加え、為替影響

による減収約80億円もあり、前年同期に比べて大幅な減収となりました。 

当第１四半期連結累計期間の損益につきましては、営業利益は前年同期に比べ53億87百万円（95.8％）

減少し、２億36百万円となりました。税金等調整前四半期純損失は５億82百万円（前年同期は、税金等調

整前四半期純利益54億94百万円）、四半期純損失は、28億99百万円（前年同期は、四半期純利益10億62百

万円）となりました。 

  
(1) 事業の種類別セグメントの業績 
  

（楽器事業） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ128億29百万円（15.8％）減少し、683億72百

万円となりました。減収要因には、為替による影響が約63億円含まれており、その影響を除いた実質ベ

ースの売上高は、前年同期に比べ約65億円の減収となりました。 

商品別には、ピアノは、中国市場では堅調に推移しましたが、欧州市場において、前年同期に比べ大

幅な売上げ減少となりました。電子楽器は、国内市場及び欧州市場で大幅な減収となりました。音響機

器は、北米市場及び欧州市場で減収となりました。管楽器は、国内市場を中心に減収となりました。 

営業利益は、前年同期に比べ44億５百万円（71.0％）減少し、18億３百万円となりました。 

  

（ＡＶ・ＩＴ事業） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ26億28百万円（19.0％）減少し、112億17百万

円となりました。減収要因には、為替による影響が約16億円含まれており、その影響を除いた実質ベー

スの売上高は、前年同期に比べ約10億円の減収となりました。 

商品別には、オーディオは、フロント・サラウンド・システム商品が国内市場で堅調に推移しました

が、北米市場を中心に減収となりました。また、業務用ルーターやカラオケ機器は、振るいませんでし

た。 

営業損失は、４億67百万円（前年同期は、営業損失５億19百万円）となりました。 

  

【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
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（電子部品事業） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ27億96百万円（37.5％）減少し、46億70百万

円となりました。 

商品別には、携帯電話用音源ＬＳＩが需要の減少により減収となりました。 

営業損失は５億39百万円（前年同期は、営業損失１億70百万円）となりました。 

  

（リビング事業） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ16億54百万円（15.8％）減少し、88億９百万

円となりました。新築住宅着工数の大幅な減少を受け、システムキッチン、システムバスが減収となり

ました。 

営業損失は、５億14百万円（前年同期は、営業損失５億73百万円）となりました。 

  

（その他の事業） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ39億43百万円（38.3％）減少し、63億58百万

円となりました。 

商品別には、自動車用内装部品が減収となりました。また、当連結会計年度中の撤退を決定している

マグネシウム成形部品も減収となりました。 

営業損失は、45百万円（前年同期は、営業利益６億78百万円）となりました。 

  
(2) 所在地別セグメントの業績 

当第１四半期連結累計期間において、日本は、売上高575億30百万円（前年同期比17.5％減少）、営業

損失23億７百万円（前年同期は、営業利益35億46百万円）となりました。北米は、売上高137億48百万円

（前年同期比17.3％減少）、営業利益５億45百万円（前年同期比6.7％減少）となりました。欧州は、売

上高149億97百万円（前年同期比29.0％減少）、営業利益３億46百万円（前年同期比60.4％減少）となり

ました。アジア・オセアニア・その他の地域は、売上高131億52百万円（前年同期比16.7％減少）、営業

利益15億19百万円（前年同期比44.9％減少）となりました。 

  
(3) 地域別売上高の状況 

当第１四半期連結累計期間における海外売上高比率は、前年同期に比べ1.9ポイント減少し、44.3％と

なりました。 

  

（日本） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ108億99百万円（16.4％）減少し、553億92百

万円となりました。主に半導体、リビング、マグネシウム成形部品、自動車用内装部品、管楽器等が減

収となったことによります。 

  

（北米） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ27億12百万円（16.3％）減少し、138億94百万

円となりました。市況の悪化により音響機器及びオーディオ等の売上げが減少しました。為替影響を除

いた実質ベースでの売上高は、前年同期に比べ約14億円の減少となりました。 
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（欧州） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ66億83百万円（31.1％）減少し、148億11百万

円となりました。市況の悪化によりピアノ、電子楽器、音響機器等の売上げが減少しました。為替影響

を除いた実質ベースでの売上高は、前年同期に比べ約28億円の減少となりました。 

  

（アジア・オセアニア・その他の地域） 

当第１四半期連結累計期間の売上高は、前年同期に比べ35億55百万円（18.8％）減少し、153億29百万

円となりました。中国はピアノを中心に堅調に推移しましたが、他の地域では、ピアノ、電子楽器等で

の売上げが減少しました。 

  

  

(1) 資産 

総資産は、前連結会計年度末から９億４百万円（0.2％）増加し、4,098億79百万円となりました。 

このうち、流動資産は、45億16百万円（2.2％）減少し、1,975億80百万円となりました。また、固定

資産は、54億21百万円（2.6％）増加し、2,122億98百万円となりました。 

  

(2) 負債 

負債は、前連結会計年度末から22億２百万円（1.4％）減少し、1,549億30百万円となりました。 

このうち、流動負債は、主として未払金及び未払費用の減少により、64億17百万円（7.1％）減少し、

836億32百万円となりました。また、固定負債は、主として長期借入金と退職給付引当金の増加により、

42億14百万円（6.3％）増加し、712億98百万円となりました。 

  

(3) 純資産 

純資産は、前連結会計年度末から31億７百万円（1.2％）増加し、2,549億48百万円となりました。前

連結会計年度末に比べて時価のあるその他有価証券の時価が上昇したことに伴い、評価・換算差額等が

増加したこと等によります。 

  

(4) キャッシュ・フローの状況 

当第１四半期連結累計期間において現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、63億86百万円

減少（前年同期は385億69百万円減少）し、期末残高は361億46百万円となりました。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

当第１四半期連結累計期間において営業活動により使用した資金は、10億32百万円（前年同期使用し

た資金は164億87百万円）となりました。法人税等の支払額が減少したこと等によります。 

  

2. 連結財政状態に関する定性的情報
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間において投資活動により使用した資金は、有形固定資産の取得等により、

34億99百万円（前年同期使用した資金は19億38百万円）となりました。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

当第１四半期連結累計期間において財務活動により使用した資金は、24億38百万円（前年同期は自己

株式の取得等により、使用した資金は222億62百万円）となりました。 

  

  

平成22年３月期の連結業績予想は、平成21年４月30日に公表しておりますが、先行きが不透明なため、

当第１四半期においては、見直しを行わず、据え置きます。 

  

 
  

3. 連結業績予想に関する定性的情報

当資料の記載内容のうち、将来に関する見通し及び計画に基づいた将来予測には、リスクや不確定な
要素などが含まれており、実際の成果や業績などは、記載の見通しとは異なる可能性があります。
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該当事項はありません。 

  

簡便な会計処理 

① 棚卸資産の評価方法 

当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。また、収益性の低下が

明らかな棚卸資産についてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

② 原価差異の配賦方法 

予定価格等を適用しているために原価差異が生じた場合、当該原価差異の棚卸資産と売上原価への

配賦を年度決算と比較して簡便的に主要製品別に実施する方法によっております。 

③ 法人税等の算定方法 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なものに限定す

る方法によっております。 

 
四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 

  

① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 

請負工事に係る収益の計上基準については、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に

関する会計基準」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準第15号）及び「工事契約

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会 平成19年12月27日 企業会計基準適用指針第

18号）が当第１四半期連結会計期間から適用されたことに伴い、当第１四半期連結会計期間に着手し

た工事から、進捗部分について成果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗

率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

なお、当該変更が当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

② 当第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表における子会社及び関連会社の範囲の決定に関する

適用指針」（企業会計基準委員会 平成20年５月13日 企業会計基準適用指針第22号）を適用してお

ります。 

なお、当該変更が当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響はありません。 

  

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 36,470 41,373

受取手形及び売掛金 54,030 51,938

有価証券 999 1,280

商品及び製品 59,991 56,580

仕掛品 13,847 13,526

原材料及び貯蔵品 10,490 10,588

その他 23,269 28,213

貸倒引当金 △1,518 △1,401

流動資産合計 197,580 202,097

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 38,815 38,885

機械装置及び運搬具（純額） 12,800 13,271

工具、器具及び備品（純額） 9,796 9,925

土地 57,076 56,690

リース資産（純額） 514 521

建設仮勘定 8,143 8,318

有形固定資産合計 127,146 127,613

無形固定資産 3,733 3,596

投資その他の資産   

投資有価証券 65,952 57,131

その他 16,639 19,690

貸倒引当金 △1,173 △1,155

投資その他の資産合計 81,418 75,667

固定資産合計 212,298 206,876

資産合計 409,879 408,974
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 25,831 25,625

短期借入金 12,020 14,216

1年内返済予定の長期借入金 1,395 1,483

未払金及び未払費用 28,417 34,012

未払法人税等 1,939 2,090

引当金 6,632 6,701

その他 7,395 5,919

流動負債合計 83,632 90,050

固定負債   

長期借入金 6,182 3,491

退職給付引当金 29,630 27,628

その他 35,485 35,963

固定負債合計 71,298 67,083

負債合計 154,930 157,133

純資産の部   

株主資本   

資本金 28,534 28,534

資本剰余金 40,054 40,054

利益剰余金 171,591 176,739

自己株式 △31 △29

株主資本合計 240,149 245,298

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 26,291 19,817

繰延ヘッジ損益 △313 △394

土地再評価差額金 18,769 18,769

為替換算調整勘定 △32,734 △34,495

評価・換算差額等合計 12,012 3,697

少数株主持分 2,786 2,845

純資産合計 254,948 251,841

負債純資産合計 409,879 408,974
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第１四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

売上高 123,279 99,428

売上原価 77,395 64,758

売上総利益 45,883 34,670

販売費及び一般管理費 40,260 34,434

営業利益 5,623 236

営業外収益   

受取利息 300 71

受取配当金 546 334

その他 533 182

営業外収益合計 1,381 588

営業外費用   

売上割引 874 646

その他 419 676

営業外費用合計 1,293 1,322

経常利益又は経常損失（△） 5,710 △497

特別利益   

固定資産売却益 28 10

貸倒引当金戻入額 32 －

その他 5 0

特別利益合計 65 10

特別損失   

固定資産除却損 148 60

投資有価証券評価損 － 34

特別退職金 94 －

その他 38 －

特別損失合計 281 95

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

5,494 △582

法人税、住民税及び事業税 1,094 709

法人税等調整額 3,254 1,512

法人税等合計 4,348 2,222

少数株主利益 83 95

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,062 △2,899

ヤマハ㈱(7951)　平成22年３月期　第１四半期決算短信

-10-



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

5,494 △582

減価償却費 4,341 3,331

売上債権の増減額（△は増加） △786 △1,582

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,187 44

仕入債務の増減額（△は減少） 614 △238

法人税等の支払額 △13,554 △667

その他 △7,409 △1,336

営業活動によるキャッシュ・フロー △16,487 △1,032

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △4,377 △4,148

有形固定資産の売却による収入 148 112

投資有価証券の取得による支出 △8 －

投資有価証券の売却及び償還による収入 3,000 5

関係会社株式の取得による支出 △460 －

その他 △240 530

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,938 △3,499

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,973 △1,901

長期借入れによる収入 88 2,823

長期借入金の返済による支出 △770 △108

自己株式の取得による支出 △18,003 △1

配当金の支払額 △5,157 △2,958

その他 △393 △291

財務活動によるキャッシュ・フロー △22,262 △2,438

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,120 584

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △38,569 △6,386

現金及び現金同等物の期首残高 103,371 41,223

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 947 1,308

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △129 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 65,620 36,146
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該当事項はありません。 

  

前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

 
  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 事業区分の方法 

製品の種類・性質、販売市場等の類似性を考慮して、楽器事業、ＡＶ・ＩＴ事業、電子部品事業、リビ

ング事業及びその他の事業に区分しております。 

２ 各事業区分の主要製品 

 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

楽器 
(百万円)

ＡＶ・ 
ＩＴ 

(百万円)

電子部品
(百万円)

リビング
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に対 
   する売上高

81,202 13,845 7,466 10,464 10,301 123,279 123,279

 (2) セグメント間の 
   内部売上高又は 
   振替高

241 241 △241

計 81,202 13,845 7,708 10,464 10,301 123,521 △241 123,279

  営業利益又は 
  営業損失(△)

6,208 △519 △170 △573 678 5,623 5,623

楽器 
(百万円)

ＡＶ・ 
ＩＴ 

(百万円)

電子部品
(百万円)

リビング
(百万円)

その他
(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に対 
   する売上高

68,372 11,217 4,670 8,809 6,358 99,428 99,428

 (2) セグメント間の 
   内部売上高又は 
   振替高

189 189 △189

計 68,372 11,217 4,859 8,809 6,358 99,617 △189 99,428

  営業利益又は 
  営業損失(△)

1,803 △467 △539 △514 △45 236 236

事業区分 主要製品

楽器
ピアノ、電子楽器、管・弦・打楽器、教育楽器、音響機器、防音室、音楽教室、
英語教室、音楽ソフト、調律

ＡＶ・ＩＴ オーディオ、情報通信機器

電子部品 半導体

リビング システムキッチン、システムバス、洗面化粧台

その他
ゴルフ用品、自動車用内装部品、ＦＡ機器、金型・部品、宿泊施設・スポーツ施
設の経営
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前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

 
  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

北米………………………………………………アメリカ、カナダ  

欧州………………………………………………ドイツ、フランス、イギリス  

アジア・オセアニア・その他の地域…………中国、韓国、オーストラリア  

  

【所在地別セグメント情報】

日本 
(百万円)

北米
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・オ
セアニア・
その他の 
地域 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

69,765 16,615 21,116 15,781 123,279 123,279

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

38,280 408 315 17,610 56,614 △56,614

計 108,045 17,024 21,431 33,392 179,894 △56,614 123,279

  営業利益 3,546 584 875 2,760 7,766 △2,143 5,623

日本 
(百万円)

北米
(百万円)

欧州
(百万円)

アジア・オ
セアニア・
その他の 
地域 

(百万円)

計
(百万円)

消去 
又は全社 
(百万円)

連結
(百万円)

  売上高

 (1) 外部顧客に対する 
   売上高

57,530 13,748 14,997 13,152 99,428 99,428

 (2) セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

27,213 292 308 13,219 41,034 △41,034

計 84,743 14,041 15,306 26,372 140,463 △41,034 99,428

  営業利益又は 
  営業損失(△)

△2,307 545 346 1,519 104 131 236
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前第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日) 

 
  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

 
(注) １ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

北米………………………………………………アメリカ、カナダ  

欧州………………………………………………ドイツ、フランス、イギリス  

アジア・オセアニア・その他の地域…………中国、韓国、オーストラリア  

  

当第１四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日) 

該当事項はありません。 

  

【海外売上高】

北米 欧州
アジア・オセアニ
ア・その他の地域

計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 16,607 21,494 18,885 56,987

Ⅱ 連結売上高(百万円) 123,279

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

13.5 17.4 15.3 46.2

北米 欧州
アジア・オセアニ
ア・その他の地域

計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 13,894 14,811 15,329 44,036

Ⅱ 連結売上高(百万円) 99,428

Ⅲ 連結売上高に占める 
  海外売上高の割合(％)

14.0 14.9 15.4 44.3

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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